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問

物
価
高
騰
の
も
と
、
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
施
策
に
つ
い
て
。

答

国
や
都
と
連
携
し
、
適
切
な
財
源

を
確
保
し
た
上
で
、
必
要
な
時
期
に
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る
。

問

地
震
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
停

電
、
断
水
対
策
の
強
化
へ
の
認
識
に
つ

い
て
。

答

電
柱
や
送
電
設
備
の
被
害
に
よ
る

停
電
の
発
生
や
、
水
道
管
な
ど
の
破
損

に
よ
り
、
断
水
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
停
電
対
策
と

し
て
市
役
所
な
ど
に
自
家
発
電
設
備
の

整
備
や
避
難
所
へ
の
発
電
機
の
配
備
に

取
り
組
み
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電

池
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

断
水
対
策
と
し
て
応
急
給
水
拠
点
で
の

飲
料
水
の
提
供
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲

料
水
の
備
蓄
な
ど
、
断
水
時
に
市
民
へ

飲
料
水
や
生
活
用
水
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

国
の
制
度
と
し
て
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
実
施
を
求
め
て
い
く
こ
と

の
認
識
に
つ
い
て
。

答

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
制
度
は
、

国
や
都
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
で
あ

り
、
新
た
な
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

を
創
設
す
る
よ
う
、
東
京
都
市
長
会
を

通
じ
て
国
や
都
へ
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
全
国
市
長
会
に
お
い
て
も
、
全
国

一
律
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
、国
に
要
請
し
て
い
る
。

問

教
育
相
談
員
の
体
制
の
充
実
に
つ

い
て
。

答

教
育
相
談
員
を
２
人
増
員
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

問

学
校
給
食
費
を
無
償
化
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。

答

居
住
す
る
自
治
体
に
よ
っ
て
教
育

費
負
担
に
著
し
い
格
差
が
生
じ
る
こ
と

の
無
い
よ
う
、
国
や
都
に
よ
る
広
域
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

問

職
員
配
置
の
適
正
化
、
業
務
改
善

に
取
り
組
ん
だ
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
。

答

組
織
改
正
に
伴
う
職
員
の
適
正
配

置
や
デ
ジ
タ
ル
化
総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
導
入
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
な
ど

に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
材
や
財
源
を
効

率
的
に
活
用
し
た
。

問

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
、
1
歳
を
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
実
施
す
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
。

答

１
歳
前
後
は
、
行
動
範
囲
が
広
が

り
、
自
我
が
芽
生
え
る
な
ど
の
急
激
な

変
化
が
あ
り
、
親
の
子
育
て
の
悩
み
が

変
化
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相

談
の
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
親
の
育
児

負
担
の
軽
減
に
効
果
が
あ
る
。

問
「
国
連
を
支
え
る
世
界
こ
ど
も
未

来
会
議
ｉ
ｎ 

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」の
開
催
の

経
緯
と
内
容
お
よ
び
期
待
さ
れ
る
効
果

に
つ
い
て
。

答

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い

手
を
育
む
教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
で
あ

る
。
小
学
生
が
市
や
世
界
の
未
来
に
つ

い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
未
来

を
創
造
し
生
き
ぬ
く
力
の
育
成
や
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が
る
。

問

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
支

援
体
制
に
つ
い
て
。

答

相
談
員
を
新
た
に
１
人
配
置
し
、

福
祉
の
総
合
相
談
機
能
を
新
設
す
る
。

多
機
関
協
働
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
地
域

づ
く
り
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、
２
人

の
専
門
職
を
配
置
し
、
包
括
的
な
支
援

体
制
を
推
進
し
て
い
く
。

問

稲
城
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
分

室
に
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
包
含
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

答

地
域
の
中
核
的
な
療
育
支
援
施
設

の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
相
談
か
ら

る
。
国
・
都
に
全
額
補
助
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
全
国
市
長
会
お
よ
び

東
京
都
市
長
会
、
東
京
都
市
教
育
長
会

を
通
じ
て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

向
け
た
補
助
制
度
の
要
望
を
し
て
い
る
。

問

小
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備
設
置

工
事
に
つ
い
て
。

答

令
和
5
年
度
に
設
計
を
行
っ
た
小

中
学
校
を
対
象
に
順
次
空
調
設
備
を
設

置
し
て
い
く
が
、
財
政
負
担
の
平
準
化

を
図
る
た
め
、
令
和
6
年
度
は
小
学
校

に
設
置
し
、
中
学
校
は
令
和
7
年
度
に

設
置
す
る
。

問

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
。答

国
に
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
国
費
の
抜
本
的
な

増
額
を
国
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は

全
国
市
長
会
に
お
い
て
、「
介
護
保
険

制
度
に
関
す
る
重
点
提
言
」に
よ
り
、

国
費
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
る
。

問

国
民
健
康
保
険
を
持
続
可
能
な
制

度
と
し
て
い
く
た
め
、
国
の
公
費
負
担

を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て
。

答

市
で
は
、東
京
都
市
長
会
を
通
じ
、

「
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
国
の

公
費
負
担
割
合
拡
大
」に
つ
い
て
、
継

続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

問

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
。

答

市
議
会
で
議
決
し
た
第
五
次
稲
城

市
長
期
総
合
計
画
の
各
施
策
を
着
実
に

実
施
し
て
い
く
。

問

ｉ
バ
ス
の
路
線
、
便
数
の
維
持
、

拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

令
和
6
年
4
月
1
日
に
改
正
施
行

さ
れ
る「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間

な
ど
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」を
踏
ま

え
た
協
議
を
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会

議
な
ど
で
行
い
、
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
の
維
持
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

療
育
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
な
ど
、
児
童
の
発
達
支
援

の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問

吉
方
公
園
改
修
整
備
事
業
に
お
け

る
市
民
意
見
の
反
映
に
つ
い
て
。

答

基
本
方
針
で
あ
る「
全
世
代
が
安

心
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
公
園
」を
テ
ー

マ
と
す
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
パ
ー
ク

の
整
備
に
向
け
、
引
き
続
き
市
民
が
参

加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
実
施
設
計

を
行
い
、
令
和
8
年
度
の
工
事
完
了
を

目
指
す
。

問

ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
委
員
会
に

お
け
る
ご
意
見
に
つ
い
て
。

答

今
後
、
実
施
予
定
の
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
や
市
民
意
見
公
募
な
ど
で
寄
せ
ら

れ
た
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
制
定
に
向
け
て
、
適
切
に
反

映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
（
仮
称
）第
四
次
稲
城
市
消
防
基
本

計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容
に

つ
い
て
。

答

第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
消
防
委
員
会
に
お
い
て
第
三

次
稲
城
市
消
防
基
本
計
画
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
、
消
防
体
制
の
課
題
な
ど
を

検
証
し
、
令
和
8
年
度
か
ら
10
年
間
の

計
画
を
、
令
和
6
年
度
か
ら
2
か
年
で

策
定
す
る
も
の
。

問

市
民
意
識
調
査
の
調
査
方
法
に
つ

い
て
。

答

郵
送
に
よ
る
調
査
票
の
発
送
・
回

収
と
ウ
ェ
ブ
回
答
を
併
用
し
、
調
査
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
政
運
営
の
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

問

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
内
容
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答

Ｃ
Ｍ
Ｓ
の
入
れ
替
え
な
ど
の
全
面

的
な
改
修
を
行
う
。
令
和
6
年
度
末
の

公
開
を
目
指
し
て
い
く
。
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